
Ⅰ．はじめに

C A I(c o m p u t e r a s s i s t e d i n s t r u c t i o n)，つまりコン

ピュータを用いた学習支援は，コンピュータの教育利用に

関する研究が1950年代後半にアメリカで開始されたこと

に始まる 。看護教育用CAI教材は1966年から1973年に

かけてイリノイ大学で開発された“Maternity Nursing”

が最初といわれている 。国内では1982年の田村らによ

るCAI開発が最初である 。森川 は看護教育へのCAI

の活用を提唱し，それまで看護教育への情報処理教育が消

極的であったこと，コンピュータ・リテラシー教育が不十

分であったことを指摘している。具体的には，①看護教育

の効率化という観点からアニメーションや画像を取り入れ

たCAIの開発の必要性，②教育がマスプロ化していくな

か，個人指導の重視，という観点から，個人の理解度に

あった内容を反復して主体的に学習できるCAIの開発に

ついて述べている。

看護技術教育では，教員のデモンストレーションやビデ

オにより看護技術を学生にイメージ化させて学内演習につ

なげていく学習法が一般的にとられている。しかし，ビデ

オテープやビデオデッキの数などソフト・ハード面の不足

から，見たいときにすぐ見ることができないという問題が

生じる。オン・デマンド性に優れたマルチメディアシステ

ムが近年開発されてきており，その1つにVOD(video on
 

demand)システムがある(以下，VODと略す)。VODと
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は，サーバーに蓄積されている映像教材をネットワーク上

のクライアントパソコンからオン・デマンドに呼び出すも

のである。このことから，学生は学内のクライアントパソ

コンから目的の教材を呼び出して，自分のペースに合わせ

たビデオ学習が可能となる。

栗原ら や越智ら は，看護技術教育のイメージ化のた

めにVODを導入し，その有効性を述べている。その結果

によると，VODは，学生がビデオを見たいときにクライ

アントパソコンに足を運びさえすればすぐにそのビデオが

視聴でき，操作もマウスひとつで簡単にできることから，

学習者の興味をそそり，学生が自分のペースで自己学習で

きる環境を提供する手段として有効であると述べている。

また，大池ら はVODを活用したビデオ教材を作製し，

85％の学生がVODによるビデオ学習に対して「興味や関

心がわく」「簡単な操作であった」と回答し，92％が「今後

もこのようなビデオ教材を見たい」と答えていたと報告し

ている。一方，大喜ら は，VODによるビデオを視聴し

ながら，wwwブラウザ上でそのビデオに関するレポート

を作成・提出するレポーティングシステムを開発し，その

効果について報告している。

しかし，看護技術教育に欠かすことのできない映像教材

を扱ったVODを導入し，看護技術教育の一環に取り入れ

ている大学は依然少ない。その理由として，看護系教員の

認識不足や，システム導入に要する費用などの問題が指摘

されている。このことは，これまで看護教育における

CAIへの取り組みが消極的であった経緯と類似してい

る 。

国立A校は，2001年4月の開学時よりVODを導入し，

教材となるコンテンツ作りに取り組んできた。このたび，

研究者らが担当する看護技術の講義に先駆け，「酸素療法」

と「吸引」のビデオ教材を制作し，VODによるビデオ学習

を取り入れた。VODによる学習効果を評価するために，

まずVODのシステムそのものが，学生の学習環境を十分

満足させられるシステムであるのかどうかを評価する必要

があると考えた。V O Dに関する先行研究をみる

と ，オン・デマンド性，プレーヤーの操作性，画質

や画像の大きさ，VODヘの関心度，アクセスの簡易さ，

端末の台数などについて利用者の評価を扱ったものが中心

であり，それぞれの関係性について分析した研究，また，

学習者のVODへの満足度に関した研究はみられない。そ

こで，学習者のVODへの満足度を満たす要件を備えた

VODシステムを構築する手がかりとするために，VOD

への学生の満足度を測定し，それに影響を与えている要因

を明らかにすることを目的に本研究に取り組んだ。また，

今後のVODの改善点について示唆を得るために，学生に

よる学外からのアクセスニーズ，音声の出カ方法，今後の

活用方法についても同時に調査した。

Ⅱ．用語の操作的定義

VODへの満足度：VODに対して“十分である，完全で

ある”と感じる主観的感情であり，それを数量化したもの。

オン・デマンド(on-demand)：ビデオ視聴に関して，学

習者の要求があり次第，その視聴が可能なこと

Ⅲ．VODシステムの概要

１．VODサーバー

学習者からの要求に対して教材をストリーム配信でき，

再生プレーヤー起動から約8秒程度で再生される。

CPU：PentiumⅢ-800MHz
 

RAM：1.25GB

ハードディスク：90GB
 

OS：Windows2000Server

機種：PRIMERGY ES320

２．クライアントパソコン

学生が使用できるクライアントパソコンは学内の情報処

理室に50台設置されている。

CPU：PentiumⅢ-800MHz
 

RAM：128MB

ハードディスク：20.4GB
 

OS：Windows2000Professional

機種：FMV-6800SL6

音声出力：SONY SRS-PC21(外部スピーカー)

ディスプレイ：Fujitsu VL-1550S(15インチ液晶)

再生画像の大きさ：800×600ピクセル(約27cm×18

cm)

３．アクセス方法

ビデオコンテンツの検索画面のIPアドレスをe-mail

で学生に一斉に配信した。学生はそのIPアドレスをク

リックすることで検索画面にアクセスできるようにした。

検索は階層検索となっており，様々なカテゴリーの中か

ら視聴したいビデオコンテンツの内容がキーワード入力に

より検索できる(図1)。そして，サムネイル画像とともに

一覧表示できるため，目的のビデオコンテンツを見つけや

すい構成となっている。(図2)

４．ネットワークの環境

ネットワークケーブルは100BASE-TX使用。

50クライアント同時ストリーム配信時の回線使用量：

ビットレート2Mbps×50クライアント＝100Mb
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５．VODシステムの構成図(図3)

６．ビデオコンテンツ

現在視聴可能なビデオコンテンツは研究者らが制作した

5本である。ビデオ中の看護師・患者役は学内教員による

キャスティングとなっている。以下に，タイトル，時間，

ファイル容量(mpg1)を示す。

１)酸素ボンベの取り扱い方；3分19秒，約50MB

２)中央配管方式による酸素供給法；1分38秒，約25

MB

３)鼻カニューラとフェイスマスクの装着法；1分54

秒，約29MB

４)中央配管方式による吸引装置の設置法；1分43秒，

約26MB

５)口腔内吸引法；3分3秒，約46MB

Ⅳ．研究目的

１)学生のVODヘの満足度に影響を与えている要因を

明らかにする。

２)学生による学外からのアクセスニーズ，音声の出カ

方法，今後の活用方法について調査し，VODの改善点を

明らかにする。

Ⅴ．研究方法

研究対象：国立A校(看護系3年課程)2年生(1年以上

のコンピュータ使用経験があり，VODにアクセスするま

図 1 階層検索画面

図 2 ビデオコンテンツ画面

図 3 VODシステムの構成図
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での操作に問題のない学生)93名。

研究期間：2002.4.24～2002.5.8

調査方法：自記式質問紙による調査(資料1参照)

調査内容

１)VODの評価に関する先行研究 を参考に，①

オン・デマンド性，②プレーヤーの操作性，③画像の鮮明

さ，④画像の大きさ，⑤VODヘの関心度，⑥検索画面ま

でのアクセスの簡易さ(以下，アクセスの簡易さ)，⑦クラ

イアントパソコンの台数(以下，パソコンの台数)，⑧

VODへの満足度，の8つの指標を用いて調査し，5段階

の順序尺度で点数化した。

２)学生による学外からのアクセスニーズ，音声の出カ

方法，今後の活用方法。

Ⅵ．倫理的配慮

研究の目的および研究への協カは任意であることを対象

者に対して口頭で説明し，調査用紙の回収は，研究者およ

び学内の教員不在の場所にアンケート回収箱を設置し投函

する方法をとった。

Ⅶ．結 果

１．対象者の属性

93名中82名の回収が得られ(回収率88.2％)，そのうち

記載漏れのあった6名を除いた76名を対象とした(有効回

答率81.7％)。平均年齢は19.9±3.4歳であった。

２．各測定項目の得点分布

各測定項目の得点分布を図4に示す。「VODへの満足

度」をみると，54名(71.1％)の学生が4点以上と評価して

いた。4点以上の高い評価を最も得ている項目は「オン・デ

マンド性」61名(80.1％)であった。一方，2点以下の低い

評価を得ている項目をみると，「パソコンの台数」15名

(19.7％)であった。

３．VODへの満足度に影響している要因分析(表1)

「VODへの満足度」を従属変数とし，①オン・デマンド

性，②プレーヤーの操作性，③画像の鮮明さ，④画像の大

きさ，⑤VODヘの関心度，⑥アクセスの簡易さ，⑦パソ

コンの台数，以上の7要因を独立変数とする重回帰モデル

を立てた。独立変数間の多重共線性をみたところ，「オ

ン・デマンド性」と「VODへの関心度」に線型関係が存在し

ていた(r＝0.621，p＜0.0001)。そこで，独立変数として

「オン・デマンド性」を採用した場合と「VODへの関心度」

を採用した場合とで調整済みRを比較した。「オン・デマ

ンド性」を独立変数として採用した場合は調整済みR＝

0.527，「VODへの関心度」を独立変数として採用した場

合は調整済みR＝0.490であり，「オン・デマンド性」を最

終的に独立変数として採用し，①オン・デマンド性，②プ

レーヤーの操作性，③画像の鮮明さ，④画像の大きさ，⑤

アクセスの簡易さ，⑥パソコンの台数，以上6要因を独立

変数とした強制投入による重回帰分析を行った。「オン・デ

マンド性」「アクセスの簡易さ」の2要因が「VODヘの満

足度」に強く影響しており，6つの要因による調整済みR

は0.527(F＝14.944，p＜0.0001)であった。

４．VODの改善点および今後の活用方法

ａ．学生による学外からのアクセスのニーズ(図5)

学外からVODにアクセスできるようにしてほしいか調

査した結果，「非常に必要」34名(44.8％)，「まあまあ必

要」15名(19.8％)，「どちらでもない」22名(28.9％)，「あ

まり必要でない」3名(3.9％)，「全く不要」2名(2.6％)で

図 4 各測定項目の得点分布

表 1「VODへの満足度」の影響要因

変数名
標準

偏回帰係数
偏相関係数 有意確率

オン・デマンド性 0.518 0.54 0.000

プレーヤーの操作性 0.11 0.134 0.265

画像の鮮明さ －0.047 －0.06 0.622

画像の大きさ 0.075 0.09 0.453

アクセスの簡易さ 0.235 0.3 0.011

パソコンの台数 0.08 0.109 0.366

重相関係数R 0.752

調整済R 0.527
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あった。

ｂ．音声の出力方法(図6)

音声の出力方法について最も好ましいと思う方法を調査

した結果，「ヘッドホン」56名(73.7％)，「スピーカー」17

名(22.4％)，「イヤホン」3名(3.9％)であった。

ｃ．今後の活用方法(図7)

今後どのような機会にVODを活用したいか，4つの中

から選択してもらった結果(複数回答可)，「実技試験の前

に 視 聴」62名(81.6％)，「臨 床 実 習 前 に 視 聴」60名

(78.9％)，「筆記試験の前に視聴」34名(44.7％)，「実習後

に視聴」25名(32.9％)の順であった。

Ⅷ．考 察

１．VODへの満足度に強く影響を及ぼしていた要因

ａ．オン・デマンド性

VODの最大の特徴は，ネットワーク上のクライアント

パソコンからオン・デマンドに映像を取り出せる，つまり，

見たいビデオシーンをすぐに見ることができる点にある。

国立A校ではビデオ学習する場合，これまでビデオテー

プを図書館で借り，館内のビデオデッキで視聴しなければ

ならなかった。栗原ら は，VODによるビデオ学習はオ

ン・デマンドでビデオが視聴でき，簡便であり，学生の自

己学習への取り組みも高くなってきていると述べている。

VODではクライアントパソコンが設置されている場所に

行きさえすれば，5分程度に編集された看護技術に関する

ビデオシーンがオン・デマンドに検索・視聴でき，かつ，

再生プレーヤー起動後約8秒程度で再生できる。このよう

に，ストレスなくオン・デマンドにビデオ視聴できる点が

学生のVODへの満足度につながったのではないかと考え

る。

VODの活用範囲は教育現場にはとどまらない。山本

ら はVODを用いた糖尿病患者教育指導システムを開発

し，利用者から，「見たい場所をすぐ見ることができる」と

高い評価を得たと報告している。そして，利用者が見たい

場面を繰り返し見ることができ，利用者が主体性をもつ教

育が行える環境ができたと評価していた。

以上のように，VODは学習者が学習したいときにエネ

ルギーを費やさず，すぐ学習できる環境を提供してくれ

る，オン・デマンド性に優れたシステムであったことが，

学習者の満足度につながったと考える。

ｂ．アクセスの簡易さ

越智ら は，看護技術教育にVODを取り入れ，VODに

よる学習の評価を行っている。その結果，92％の学生が

「操作方法は理解できた」と答え，すべての学生が「難しい

とは思わなかった」と述べている。このことは，1年次か

ら情報科学演習などでコンピュータの基本操作が習得され

ていたからと結論づけている。今回の研究では，VODへ

のアクセス方法に関しては，検索画面のIPアドレスを一

斉に学生にメール配信し，それをクリックすれば，VOD

の検索画面へ簡単にアクセスできるという方法をとった。

アクセス方法に関するマニュアルを見ながらアクセスする

必要がなく，日常よく活用しているメールソフトを開くだ

けでアクセスできるシステムであったことからVODへの

満足度に強く寄与していたと考える。しかし，8名

(10.5％)の学生が「あまり簡単とは思わない」と回答してお

り，より簡易な方法，例えば，はじめからデスクトップに

アイコンを表示するなど検討の余地がある。いくら優れた

システムを構築しても，ビデオ視聴までの手順が難しけれ

ば学生のシステムへの興味や学習意欲はそがれていく。そ

のため，アクセスの簡易さはマルチメディア教材の必須条

件であると言える。

図 5 学外からのアクセス

ニーズ

図 6 音声の出力方法

図 7 今後の活用方法
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２．VODへの満足度に強く影響を及ぼしていなかった

要因

ａ．プレーヤーの操作性

国立A校が採用しているVODのビデオプレーヤーは，

ビデオのサムネイルをクリックすると(図2参照)，自動で

REAL PLAYERが起動するようになっている。また，プ

レーヤーの基本的操作(再生・停止・早送り・巻き戻し)も

マウスひとつで可能である。そのため，研究者らは当初，

プレーヤーの操作性への評価は高いと予想していた。しか

し，プレーヤーの操作性を簡易と回答した学生は44名(た

いへん簡易20名，まあまあ簡易24名)の57.9％にとどま

り，予想より低い結果となった。その原因として，VOD

稼動前の学生に対する再生プレーヤーの操作のデモンスト

レーションが1回のみであったこと，そして，目的のシー

ンを繰り返してみる際の巻き戻し・早送り後のバッファリ

ングに5秒程度時間がかかり，そのことがプレーヤーの操

作性への評価に影響したのではないかと考える。

ｂ．画像の鮮明さ，画像の大きさ

越智ら のシステムでは，画像が小さく(13cm×10cm

程度)，フル画面で視聴したいという希望があったとして

いる。国立A校のシステムでは，再生プレーヤーが起動

した時点から，800×600pixの画像(約27cm×18cmで

あり，13インチのテレビ画面に相当)で開く設定となって

いる。今回の研究結果では，「画像の鮮明さ」と「画像の大

きさ」は「VODへの満足度」にほとんど影響していなかっ

た。今回の調査では，学生がVODの「画像の鮮明さ」と

「画像の大きさ」を評価する際，何を基準に評価すればよい

か明確にしていなかった。学生はこれまでテレビモニター

でビデオ学習してきており，テレビモニターと比較して

VODの「画像の鮮明さ」と「画像の大きさ」を評価した可能

性もある。この点については，比較基準を明確にした上で

再度調査する必要がある。

ｃ．パソコンの台数

国立A校は，情報処理室に50台のパソコンが設置され

ているが，測定項目の中では一番評価が低かった。早川

ら の調査では，看護系大学の1学年の学生数は平均80

人であり，60％の大学が40台以上コンピュータを所有し

ていると報告しており，看護大学では320人に40台(8人

に1台)が平均的台数になっている。本学も400人に50台

(8人に1台)であり，他の大学と比べて少ないとはいえな

い。「パソコンの台数」に対する学生の評価が一番低かった

理由として，VODによるビデオ配信を始めてから1週間

以内に，研究者らが担当した学内演習「酸素吸入」と「口腔

内吸引」に関するビデオを視聴し，必要物品と看護手順を

まとめて学内演習に臨むという課題を出したことに起因し

ていたのではないかと考える。国立A校では各パソコン

の外付けスピーカーから音声を出力している。ビデオのナ

レーションが相互に干渉し，そのために音声が聞きづらく

なる事態を招き，もっと広い空間でゆっくり視聴したいと

いうニーズから，「パソコンの台数」への評価が低かったの

ではないかと考える。調査時点の学生数は全部で200人で

あり，それにもかかわらず，コンピュータの台数に不満が

多かったことから，今後は更にコンピュータ台数への不満

の声が高まることが予測される。パソコンの台数を増やす

というよりも，まずはパソコンの配置の工夫やヘッドホン

やイヤホンを導入するなどして，学習者同士が学習の障害

にならないような学習環境の検討が必要である。

３．改善すべき点

ａ．学生による学外からのアクセス

学外からのアクセスを希望していた学生は49名

(64.5％)であった。「パソコンへの台数」についての評価が

低かったことからも，他の学生に気兼ねなく，自由に見る

ことができる環境を希望していることがその背景にあるの

ではないかと考える。しかし，1本のコンテンツが約

25～50MBにもおよぶため，一般回線やISDN回線によ

る自宅からの閲覧は現実的には不可能である。現在，ブ

ロードバンド化が進み，ADSLやCATV回線，光ファイ

バーが一般家庭に普及しつつあることから，学外からの

VODへのアクセスを可能にすることが今後求められてく

るだろう。

ｂ．音声の出カ方法

国立A校ではパソコンそれぞれに外付けのスピーカー

を設置し音声を出力している。調査の結果，ヘッドホン使

用を希望していた学生が56名(73.7％)であった。この理

由として，先に述べたように外付けのスピーカーのために

ビデオのナレーションが相互に干渉し音声が聞きづらかっ

たことがあげられる。今後，外部スピーカーからヘッドホ

ンに切り替えていくことを検討する必要がある。

３．今後の活用方法

今後の活用方法をみると，「実技試験の前に視聴」62名

(81.6％)，「臨床実習前に視聴」60名(78.9％)と答えてい

た。このことから，VODによる学習は，学内演習で実施

する看護技術のイメージ化を図ることだけにとどまらず，

学内演習後ある一定期間経過した時点での看護技術の再確

認として利用していきたいと学生が考えていることが明ら

かになった。現在は「酸素療法」と「吸引」に関するコンテン

ツのみとなっているために，看護技術に関するビデオコン

テンツをさらに増やしていく必要がある。実技試験の前や

臨床実習前に視聴したいという学生のニーズを踏まえ，学

習の必要性を感じたときにオン・デマンドに看護技術をレ

ビューできるシステムへと発展させていく必要がある。
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Ⅸ．結 語

１．「VODシステムへの満足度」を従属変数とし，①オ

ン・デマンド性，②プレーヤーの操作性，③画像の鮮明さ，

④画像の大きさ，⑤アクセスの簡易さ，⑥パソコンの台

数，以上の6要因を独立変数とし強制投入による重回帰分

析を行った。その結果，「オン・デマンド性」「アクセスの

簡易さ」の要因が「VODシステムヘの満足度」に有意に影

響しており，6要因による説明率は52.7％であった。

２．学生による学外からVODシステムにアクセスを希

望している学生は76名中49名(64.5％)であった。

３．ヘッドホンによる音声出力を希望している学生が最

も多く，76名中56名(73.7％)であった。

４．VODシステムの今後の活用方法として，「実技試

験の前に視聴したい」62名(81.6％)が最も多く，「臨床実

習前に視聴したい」60名(78.9％)，「筆記試験の前に視聴

したい」34名(44.7％)，「実習後に視聴したい」25名

(32.9％)の順であった。

Ⅹ．研究の限界と今後の課題

今回の研究の目的は，国立A校で初めての利用となっ

たVODシステムを評価するために，学生のVODシステ

ムに対する満足度を測定し，それにどのような要因が影響

していたのかを調査することであった。今回の研究では，

先行研究で主に用いられていたVODシステムの評価の指

標を参考に質問紙を作成したたために，調査内容としての

妥当性，重回帰モデルの妥当性の検討を更に吟味していく

必要がある。
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【要旨】 看護技術教育におけるVODシステムヘの学生の満足度に影響を与えている要因を明らかにすること，および，学

生による学外からのアクセスニーズ，音声の出力方法，今後の活用方法について調査することを目的に研究を行った。国立

A校2年生93名を対象とし，自記式質問紙による調査を行った。調査内容は①オン・デマンド性，②プレーヤーの操作性，

③画像の鮮明さ，④画像の大きさ，⑤VODヘの関心度，⑥アクセスの簡易さ，⑦パソコンの台数，⑧VODへの満足度，

以上を5段階の順序尺度で点数化し，加えて，学生による学外からのアクセスニーズ，音声の出力方法，今後の活用方法に

ついても同時に調査した。93名中82名の回答が得られ(回収率88.2％)，そのうち有効回答は76名(有効回答率81.7％)で

あった。対象者の平均年齢は19.9±3.4歳であった。「VODへの満足度」を従属変数とし，多重共線性の存在を排除し，最

終的に①オン・デマンド性，②プレーヤーの操作性，③画像の鮮明さ，④画像の大きさ，⑤アクセスの簡易さ，⑥パソコン

の台数，以上の6要因を独立変数とし強制投入による重回帰分析を行った。「オン・デマンド性」「アクセスの簡易さ」の2要

因が「VODヘの満足度」に有意に影響しており，6要因による説明率は52.7％であった。VODの最大の特徴は見たいとき

にすぐ見られること，マウス1つで操作できるという簡易さがある。本研究においても，「VODへの満足度」に「オン・デマ

ンド性」「アクセスの簡易さ」が寄与していることが明らかになり，VODの特徴が学習者のニーズに合致していたことがこ

のような結果をもたらしたと考える。また，学外からのアクセスを半数以上の学生が希望していること，周りに気兼ねなく

学習するためにヘッドホンを希望していること，実技試験や実習前の事前学習にVODを活用したいと考えていることが明

らかになった。
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